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　日本ワヰコは、大正15年（1926年）に米国WICO社よりマグネットの輸入商社として兵庫県
神戸市で創業しました。その後、世の中の変化に対応するため製造業へ事業展開をはかり、昭和12年
（1937年）にアルミ合金製コンロッドの製造を手掛けるようになりました。コンロッドはエンジンや
コンプレッサーの重要保安部品であることから、品質を第一に考え、堅実に経営を行うことで、国内外
の多くのお客様に信頼して頂き、現在に至っております。
　当社の存在意義として定めている「日本ワヰコに関わる多くの人と幸せになる」を実現する取組みは、　
持続可能な社会の実現に貢献することになると考えております。
　これからも多くの方々に「日本ワヰコがあって良かった！」と言って頂けるように、全員参加型
経営で課題に挑戦し続けていきます。

　 　

　日本ワヰコは、地球温暖化をはじめとする環境問題への対応や地下資源の有効利用が、人類の
共通の重要な取り組みであるとの認識から、産業機械の軽量化、低燃費に取組む世界のお客さまの
ニーズに応える製品を提供するという事業活動を通じて、持続可能な経済社会の実現に貢献する
ことを目指し、全社一丸となって日々チャレンジしていきます。

１．次の事項について環境目標を定め、全員参加で継続的な改善に努めます。

①二酸化炭素排出量の削減

②廃棄物の削減及び再資源化の推進

③水道水の使用量削減

④生産性の向上

⑤軽量化、低燃費などのお客さまのニーズに応える製品及び技術開発の推進

２，関連する環境の法規制及び当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

３．この環境方針を全従業員に周知します。

制定日：
2018年12月1日

代表取締役

基本理念

環境活動基本方針

Ⅰ. ごあいさつ

Ⅱ. 環境経営方針

2004年12月1日
改定日：

木下浩伸

日本ワヰコ株式会社

代表取締役 木下浩伸
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日本ワヰコ株式会社
代表取締役　木下浩伸

本　　社 大阪府大阪市生野区小路3丁目6-2
東播工場 兵庫県多可郡多可町加美区寺内54番地

責任者　 東播工場　工場長　 杉本雅一　　
担当者 本　社 宮原大樹 東播工場 奥田鉄朗
連絡先 本　社 　  TEL：06-6751-0636 FAX：06-6751-0639

東播工場　TEL：0795-35-1061 FAX：0795-35-1358

アルミ合金製コネクティングロッド及びアルミ部品の製造及び販売

売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

月 1 日 ～ 月 日

登録組織名 日本ワヰコ株式会社
対象事業所 本　　社

東播工場
全組織が対象

活動 アルミ合金製コネクティングロッド及びアルミ部品の製造及び販売
全活動が対象

2,876

２．所在地

６．事業年度

７．認証・登録の対象組織・活動

４．事業内容

５．事業の規模

12億6,810

12 11 30

129 2,747

東播工場本　　社 合計
6 49 55

３．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

Ⅲ. 組織の概要

１．名称及び代表者名
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更新日：

代表者 ・環境経営に関する統括責任

（代表取締役） ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・環境経営目標・環境経営活動計画書を承認

・課題とチャンスの作成と定期的な見直しを実施

・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成

・環境経営活動の実績集計

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版の管理

・環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

EA21推進委員会 ・環境経営活動計画の確認・評価（１回/月）
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

2020年12月1日

Ⅳ. 環境経営組織図及び役割・責任・権限表

役割・責任・権限

代表者

環境管理責任者

EA21推進委員会

環境事務局

製造G 技術G 品証G 業務G 営業G 総務G

東播工場 本社
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11.111.71

266.0
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- 97%

1,924

96%

1,164,120

（目標） （目標）

kWh

電力使用量原単位の削減

-

0.21 0.21

2022年単位

　産業廃棄物排出量

48

2023年評
価

48

項　目 2020年

リコージャパン　電力の購入先

　一般廃棄物排出量

7.48

515,818

kg-CO2/kWh　電力のCO2排出係数

983,290

526,251

5

✕

3,7913,878 3,829

95.9 89.2

0.17

0.37 0.33

97%

11.2

生産計画
件数達成率

34% 60% 45% 60% 70%

基準年度比

基準年度比 96% 95%44%

572.06

86% 78%

577.84583.7

t 11.36 8.23

95%

94.0

444,504

軽量化、低燃費などの情報
を提案する ✕

Ⅴ. 主な環境負荷の実績

1,830

7.31 8.23

0.20

　水使用量 2,179

120

510,178

76%

リコージャパン

1,139,608

2,476 2,759

（実績）

　CO2総排出量

0.444

（2019年)

　Scope1（化石燃料）

　Scope２（電力）

3,281

361,229

7,525 9,832

485,254 505,986

5

94.9

生産性の向上

5件/年 1

0.21

5

-

515,818

90%

CO2排出量合計 kg-CO2 416,715 -

98.8

388,833

2021年

2024年

リコージャパン

0.484 0.485

CO2排出量原単位 kg-CO2/本

Ⅵ. 環境経営目標及びその実績

水道使用量の削減

基準年度比 97%

基準年度 2022年

（目標）

kWh/本 0.43 0.41

　　　　　　           年　度
　　項　目

832,200 807,234

㎥

産業廃棄物の削減 g/100本

3,986 3,868

L/100本

601.5

化石燃料
（ガソリン+軽油+灯油
+LPG）

L

5



■電力使用量原単位の削減
数値目標：○達成　×未達成　　　　　活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

○

　原単位目標

生産量が増加したために年間電力使用量は増加しました。
電力使用原単位においては、生産性の向上に加えてエアー漏れ点検・
修理の取組みの定着により、目標を上回る削減ができました。
3年連続で目標を達成していますので、次年度以降の目標を見直しま
して、次年度はエアー消費量の低減活動を更に推進していきます。

　数値目標

○

○

・空調機の自動コントロールを利用する

・省エネ機器への更新（LED・空調機）

・改善活動による生産性の向上（アクションプラン）

✕

取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

・エアー漏れ点検（毎月第1月曜）及び修理

○

・空調温度の適正化（冷房25℃/暖房22℃）

Ⅶ. 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

達成状況

○
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（実績）
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（目標）

2024

（目標）

年間電力使用量（kWh）
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2019

（基準年）
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（実績）

2021

（実績）

2022

（実績）

2023

（目標）

2024

（目標）

電力使用量原単位（kWh/本）

取組例の紹介

エネルギー使用量の約半分をコンプレッサーの電力消

費が占めています。

パルスブローによりエアーブローを間欠化することでエ

アー消費量を半減させることができました。

次年度は、パルスブローの設置を工場全体に展開して

いきます。

エアコンのリモコンの近くに

エアコン使用時の条件を明示し

て、誤って使用することが無い

ようにしています。

デマンドコントローラーを導

入して工場全体の使用電力を制

限することで、デマンドが高く

ならないように抑制しています。

水銀灯は点灯時間が長いので、

LED化によって大きな省エネを

実現しました。

次年度は、蛍光灯のLED化に

取り組んで更なる省エネを目指

します。

ボール盤にスイッチと電磁弁

を取り付けて、待機中も常にエ

アーブローをしていたものを加

工中のみエアーブローをするよ

うにしました。

汎用の設備でも工夫をするこ

とで省エネができる良い例にな

りました。
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■産業廃棄物の削減
〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

※2024年の目標値は、生産量の増加を加味しているために ※2023、2024年の目標値は、2022年実績を基に再設定しています。

　高くなっています。

・ウエス・軍手・梱包資材の再利用

・木製・プラパレットを出荷用に使用 ○

　数値目標

・段ボール・コピー用紙のリサイクル

　原単位目標 〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

分別とリサイクルが定着したために低い水準を維持できているもの
の、機械設備の移動に伴う廃油の排出があり、前年比で増加しまし
た。
次年度にも機械設備の廃棄が予定されていますが、同レベルを維持す
るよう努めてまいります。

〇

○
○

達成状況
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（目標）

産業廃棄物原単位（g/100本）

取組例の紹介

ウェスを、新品から機械の拭けるもの、床の拭けるもの、廃棄ま

で汚れの状態に応じて分類し、一度使ったものでも再利用すること

で廃棄物の削減に取り組んでいます。

段ボールを形や大きさごとに仕分けして、

汚れのないものをリサイクルしています。

分別しなければ廃棄物になるものも、分

別することでリサイクルが進みます。

コピー用紙も、社内で使う資料

には裏面を再利用することで省資

源化に取り組んでいます。

入荷した素材を入れていた段

ボール箱は、通い箱ならぬ通い

段ボールとして捨てずにきれい

に畳んで、納入業者さんに納品

の際に持ち帰ってもらって次回

の納品の際に利用して頂いてい

ます。

納入されたときに使われて

いたPPバンドや紐も保管して

おいて、社内での梱包や返却

用段ボール箱を縛るのに再利

用しています。

作業で汚れてしまう軍手

も、汚れの酷いものや穴の

あいたものと再利用できる

ものに分別をして、洗濯を

して再利用しています。

小さなことでも積み重な

れば大きな成果につながり

ます。
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■水道使用量の削減
〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

※2024年の目標値は、生産量の増加を加味しているために ※2023、2024年の目標値は、2022年実績を基に再設定しています。

　高くなっています。

■CO2排出量原単位の削減
〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

※当社ではCO2排出量の大半が電力使用によるもののため、行動目標は電力使用量原単位の削減と同内容となっています。

※2023、2024年の目標値は、基準年からの毎年1％削減のもの

〇　原単位目標

○
○

・改善活動による生産性の向上（アクションプラン）

・空調機の自動コントロールを利用する

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

　原単位目標 〇 生産性向上の取り組みが実を結んで、当初計画の目標を大きく下回る
成果が出せました。
次年度も生産性の向上に更に取り組んで継続的に低減させていきま
す。

・空調温度の適正化（冷房25℃/暖房22℃） ○

・省エネ機器への更新（LED・空調機） ○
・エアー漏れ点検（毎月第1月曜）及び修理 ○

・水漏れ点検

達成状況

・コンプレッサーのドレン水の再利用

　数値目標 ✕

○
○

・節水の呼びかけ

△

取組結果とその評価、次年度の取組計画

漏水に気づくのが遅れて水道使用量が増えてしまいました。
漏水箇所が発見できなかったので、次年度は漏水箇所を本格的に調査
し、修理をすることで使用量の削減を目指していきます。
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水をタンクに溜めて、切削油の希釈用

に利用しています。
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取組例の紹介
エアーリークビューアーにより高

い場所など目の届かない場所の漏れ

までが検知できたことで、普段気付

かないエアー漏れも修繕が進みまし

た。

次年度は、エアーリークビュー

アーでの定期的なチェックを行い、

早い段階でエアー漏れを発見して

、修繕を行っていきます。

エアコンの消し忘

れ防止にスイッチ

ボットを導入しまし

た。これで設定した

時間に自動的にエア

コンがオフになって

消し忘れを防止でき

ます。
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■その他の取組み

太陽光発電

廃油と切粉の保管方法の改善

コンプレッサーの排気エアーを暖房に活用
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第３工場の建て替えを機に屋根に約５０kWの太陽光発電パネルを設置しています。

雪や曇天の多い冬季は発電量が少なくなりますが春先から秋までは安定して発電ができていています。

年間で26.6t-CO2のCO2削減効果があります。「t-CO2」の数字ではイメージしづらいですが、これは1,900本分

の杉の成木（樹齢50年）のCO2削減効果に相当します。

冬季は工場内へ冬季以外は

工場外へ

廃棄する廃油と切削油をドラム缶に集めて、リサイクルしています。

ドラム缶置き場には雨除けのカーテンを取り付けていて、またドラム缶の下

には受け皿を設置しています。またドラム缶どうしをラッシングベルトで固

定することで、多少の大雨や地震などがあっても油が近隣に流出しないよう

工夫しています。

更にドラム缶に廃油を捨てる際にも、大型のファンネルとフロートゲージ

を設置してこぼれないように工夫をしています。これまでは一斗缶を加工し

て漏斗のようにして使っていましたので、高さも低くなり投入口も広くなっ

たので捨てやすくなったと好評です。

250kgの切粉が毎日でてきます。以前はフレコンバッグを吊り下げていたのですが、簡易型

のスタンドで立てられるようにしたので、切粉を投入しやすくなりました。

またフレコンバッグの下には受け皿を設置しておいて、切粉に付着している切削油が外に流

れ出ないようにしています。

工場が山間部にあって朝の寒さが厳しいので、特に朝

のエアコン負荷が工場全体のデマンドを押し上げていま

す。コンプレッサーの排気は60℃以上ありますので、ダ

クトを分岐させて冬季はこの排気を工場内に還流させる

ことで、エアコンの暖房負荷を減らしています。
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森林資源の保全への貢献

メディアへの掲載

海外に輸出する際の梱包に、木箱の代わりに強化段ボールを使用

しています。

段ボール箱の素材にはリサイクル材を使用していますので、木箱

に比べて環境負荷を大きく下げることができます。

コピー用紙など紙製品を購入する際にはFSC認証品を積極的に選ぶこと

で、持続可能な森林資源の保全にも貢献しています。

当社の省エネへの取組みを経済産業省 近畿経済産業局の『カーボン

ニュートラル実現に向けた関西企業等の取組事例』に紹介していただきまし

た。

https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/cn_jirei/index.html

また日刊工業新聞にも取り上げていただき、この記事を読まれた会社からお

問い合わせを受けて、当社での取り組みや経験をお話することでモノづくり

業界全体のCO2削減活動に微力ながらも貢献できました。

エコアクション事務局からの社内への情報発信に比べて、はるかに大きな影

響力がありますので、エコアクション活動の啓もうに繋がりました。
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

保管基準：掲示板（60cmx60cm以上）の表示、飛散・浸透防止、衛生管理

マニフェスト交付

　B2・D票90日、E票180日以内に送付されない場合は30日以内に知事への報告

　A・B2・D・E票の保管（5年間）

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出

　EA21推進委員会の運営を杉本工場長を中心とした体制としました。課題に対してより迅速に、
組織的に対応できる体制を整えたことで、エコアクションの取組を深化させることができました。
　CO2排出量原単位は約0.167CO2-kg/本となり、目標である2019年度比3%減である0.21 
CO2-kg/本を達成できました。前年度比6%減となったこのCO2排出量の削減は、生産性向上の

取り組みが結果に結びついたと評価しています。
　具体的な取り組みとしては、継続して取り組んでいる改善活動の結果が、1本当たりの生産時間
である実工数は前年比0.17分/本、良品率は0.4%の改善となり、確実な成果を得ており、EA21
の活動では、エネルギー使用の約50%が圧縮エアーを作り出すコンプレッサーが消費している
ことから、エアー漏れチェックや漏れ率の把握などの見える化に取り組み、使用量の削減に取り
組んでいます。また、第一工場の空調機、倉庫の照明のLED化など省エネ設備への更新も行いました。
　今後の課題は、エネルギー調達コストが前年度比3円/本と高騰していることからも、電気使用量
を削減することがCO2排出量を削減することに繋がり、企業として継続していくためにも重要な

取り組みになると認識しています。また、カーボンニュートラルは社会からの要請でもあり、この
ような取り組みを継続していることが他社との差別化にもなるため、取り組み内容を整理し、情報
発信をしていきます。

実施日：

代表取締役

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 □ 変更なし ☑ 変更あり

木下浩伸

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

Ⅸ. 代表者による全体の評価と見直し・指示

騒音規制法

振動規制法

消防法

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

第一種フロン類充填回収業者からの引取証明書の一定期間内の未受領、虚偽記載に関する報告

危険物の保管に関する届出および管理

第一種フロン類充填回収業者が交付する引取証明書の保存

振動施設に届出と規定値以下への管理

適用される法規制

Ⅷ. 環境関連法規等の遵守状況の確認並びに違反・訴訟等の有無

騒音施設の届出と規定値以下への管理

委託基準：産廃の収集運搬・処理業者の許可の確認、契約

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

2023年2月8日

買替、廃棄等による業者引渡し時のリサイクル料の支払い

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

資源有効利用促進法 廃棄物の適正処理

車検または買換え時のリサイクル料の支払い

処理の状況についての確認の努力義務

第一種特定製品を対象とした簡易点検の実施、記録の保存
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　当社の環境経営の取組みを社内外に積極的に情報発信するために、今年度から環境経営レポートに

写真を交えて取り組み事例を説明するなど、読みやすさや分かりやすさに重点をおいて作成を進めました。
　社外の方には判りづらい点が残っているかと思いますが、今後の改善に繋げていきます。
　環境経営活動が定着しているからでもありますが、事例を取り上げるにあたっては普段から当たり前に
やっていることがつい見落としがちになって、現場を歩きながら改めて見返すことで様々な取組みが
定着していることを実感しました。
　今回、編集をするにあたり写真に残すことの大切さを痛感しました。取組み前の状態の写真をつい

撮り忘れてしまって、ビフォーアフターの比較ができなかったことが残念です。今後は変更前の状態の
写真を撮っておいて、成果だけでなく何がどう変わったのかも活動の記録としても残していきたいと
考えています。

環境事務局

Ⅹ. 編集後記
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